
登録者(課長)名【1】 みどり公園課長　梅澤　好二

施策評価シート
みどり公園課(産業振興課、生活福祉課)

【一次評価】主管課(関係課)【2】
【施策の概要】

検
証
項
目

施策成果の目標達成状況
□まだ未達成 ■ほぼ達成 □目標を大きく上回る

【14】施策名【3】 分野【4】 まちづくりの方向性【5】 施策の
成果と課題 意識調査での満足度

■平均を下回る □ほぼ平均 □平均を上回る活2-1 まちの魅力の創造 人が集まるまちになるために 活力と魅力あるまちづくり 【15】
施策実現へむけた施策全体の課題【6】 施策の目標【8】 ◇緑や水に親しめる環境の整備については、平成 17年度に１万部、平成20年には2千部の「散策マップ」を作成し
キーワード【7】 、現在ほぼ配布済みの状況です。平成22年度には、ルートの見直しを市民団体ともに協働で行い、より市民に喜ば

一体的なまちの魅力としての「西東京ブランド」を構築するためには、市民、事業 ・西東京ブランドの構自然環境を活かした特 れる散歩道の選定を行っていきます。
者、行政が連携することが不可欠です。交通関係の事業者などと連携したにぎわい 築 徴あるまちづくりを進 ◇東大生態調和農学機構（旧東大農場）については、西東京キャンパスの再整備について大学と協議してきました
のあるまちづくりをはじめ、多様な主体間の連携による仕掛けが必要です。 ・自然環境を活かしため、人が集まるまちと 施策の成果と課題が、当該地区の一体的なまちづくりの為には地区計画を活用したまちづくりを行うことが必要なことから、地区計
　特に、アニメ産業やさまざまな分野で活躍する人材、石神井川周辺の景観創出な 景観形成 なるための魅力を向上 (取組成果や目標 画策定に向け、都その他の関係機関を含めた協議を進めていくことが今後の課題となっています。
ど、西東京市の特色ある地域資源を活用し、魅力的な「西東京ブランド」を構築す ・アニメ産業やさまざさせるとともに、人が ◇観光資源などまちの魅力の創出については、市内の観光スポット、公園・緑地、学習・体験施設、歴史・文化財達成に向けた課ることが必要です。 まな分野で活躍する人集うきっかけづくりや 、農産物直売所などの情報を掲載した「おでかけマップ」を作成しています。今後はアニメ産業やさまざまな分野
　さらに、にぎわいのあるまちづくりのためには、ホームページやコミュニティラ 材を活かしたまちづく観光資源の研究に取り 題、成果向上・ で活躍する人などとともに、まちの魅力を向上させるため「西東京ブランド」を構築することが課題となっていま
ジオといった地域の情報媒体を活用し、まちの魅力を発信することが必要です。 り 組みます。 コスト削減策等) す。

・まちの魅力の情報発概要 【16】信力の強化
・東大農場を活用した
まちづくり

留意すべき点(都などの制度の変化・その他制約条件・社会環境の変化)【9】

検
証
項
目

施策の重要性の変化特になし □弱くなっている ■以前と同程度 □強くなっている
【17】

今後の方針
意識調査での重要度

■平均を下回る □ほぼ平均 □平均を上回る
【18】

◇緑や水に親しめる環境の整備については、今後、市民団体との協働で平成23年度に散策マップの全面改定を予定
事業群名【10】 事業群の施策上の位置づけ【11】 しています。また、蓋掛け河川の緑化など新たな散歩道の整備について、他事業の所管部署との調整を図っていく

ほか、石神井川の河川改修や緑地整備にあわせた親水広場化について、早期実現に向け東京都に要請を行っていき

事
業
群

水辺空間などの水に親しめる環境の整備
1 水に親しめる環境の整備を進めます ます。

◇東大生態調和農学機構（旧東大農場）については、西東京キャンパスの再整備とあわせて、周辺のまちづくりを今後の方針散歩道などのネットワーク化、散策ルートの設定
2 散歩道の整備を進めます 一体的に進められるよう地区計画の策定に向けて、東京大学との協議のほか関係機関との調整も行っていきます。

(具体的な事業群  
西東京ブランドの構築、まちの魅力の創出

3 西東京市にある観光資源の利活用の検討を進めます や事務事業を示 ◇まちの魅力の創出については、「西東京ブランド」のひとつとして、西東京市が誕生して10周年を迎えることを
契機に、市内アニメ産業と連携して、10周年のシンポルキャラクターの作成や、アニメの主人公のデザインが施さしながら)
れた証明書の発行などを進めていきます。 

【19】

【施策の成果】

総
合
評
価

施策内容の
□ 拡充 ■ 現状維持 □ 絞込み

年度 19 20 21 22 23 24  方向性【20】
施策実施

指
標
１

名称 目標値 単位 □ 重点化 ■ 現状維持 □ 効率化みどりの散策路めぐりへの参加者数 200人 人 コストの
 方向性【21】

説
明

算
出
式
・

実績値 165 376 － 施策実施西東京市の散歩道のネットワークで構成される「みどりの散策路めぐり」への参加
Ⅴ コスト、成果ともに現状を維持すべき施策領域者数を計ることで、魅力あるまちに育っているかを確認することができます。

  方針【22】※平成21年度は未実施
達成率 83% 188% 0% 0%

【一次評価後の事情変更等】

指
標
２

名称 目標値 単位アニメなどの地域資源の活用を検討した数 5件 件 なし

説
明

算
出
式
・

実績値 0 0 0アニメ、農作物などの地域資源を活用して地域の活性化に向けた取組を進めます。

成
果
指
標

達成率 0% 0% 0% 0% 説明【23】

指
標
３

名称 目標値 単位

【12】

説
明

算
出
式
・

実績値

達成率 【行革本部評価】

総
合
評
価

施策内容の
□ 拡充 ■ 現状維持 □ 絞込み

指
標
４

名称 目標値 単位  方向性【20】
施策実施

説
明

算
出
式
・

実績値 □ 重点化 ■ 現状維持 □ 効率化コストの
 方向性【21】

　まちの魅力の創造については、「散歩まっぷ」や「おでかけマップ」の作成を通じて市内の観光スポット等の紹
達成率 介を行ってきたほか、東大生態調和農学機構（旧東大農場）の西東京キャンパス再整備に際して周辺地区との一体

的なまちづくりを推進するため、東京大学をはじめ、関係機関との協議を重ねてきました。
達成率の平均値 42% 94% 0% 0% 　市民意識調査では、現状に対する満足度が平均を大きく下回っているものの、将来における重要度認識も平均を判断理由等

下回っているという状況ですが、前回調査結果と比較して重要度は大幅に伸びていることから、近い将来において
【市民意見】【13】 【24】 重点課題となってくることが見込まれます。

　平成22年度においては、市誕生10周年記念事業の中で市内アニメ産業との連携による取組みを行っているところ平成19年度 平成22年度
であり、当面は施策内容・コストともに現状計画ベースを維持し、今回の取組結果の検証等も行っていくことが妥
当と判断しますが、将来的な施策内容の拡充について今後検討していく必要があります。満足度(％) 6.5% 満足度(％) 14.1% 満足度(％)

各年次の市民意識調査で、
満足度 満足度 満足度 施策ごとの「満足、やや満 施策実施-0.2 -0.33 Ⅴ コスト、成果ともに現状を維持すべき施策領域(平均ポイント) (平均ポイント) (平均ポイント) 足」「重要、やや重要」の   方針【22】

合計値として算出しています。重要度(％) 36.1% 重要度(％) 67.3% 重要度(％)

重要度 重要度 重要度0.07 0.91
(平均ポイント) (平均ポイント) (平均ポイント)
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ビス 貢献度
名称【25

事業の合計 808 0

】

808

担当課【26】 概要【27】 の評価 施策における位置づけ【31】
水準との 【32】事業費 人件費  (直近)【29】

 比較【30】

1 石神井川の親水公園化

について東京都へ要請

みどり公園課 市街地を流れる水辺空間を活用し、水とみどりに親しめる憩いの空間にするため、石神

井川の河川改修や緑地整備にあわせて親水広場化について東京都に要請を行っています

。

0 0 0 － － 石神井川の親水広場化などにより快適

な空間の再生を図ることができます。

Ｂ

2 散策ルートの調査・研

究、整備

みどり公園課 市内に点在する公園や寺社などをネットワーク化し、散策ルートを設定するなどして、

歩いて楽しめる空間づくりを進めています。

市では「みどりの散策マップ」を10ルート作成して、自然豊かな気持ちいい緑の中を散

歩することができます。

808 0 808 － － 歩いて楽しめる安全で景観のよい魅力

ある空間づくりにつなが

【

ります。

Ｂ

施策内の事

3

務

産学公連携についての

事

調査・研究（再掲）

産

業

業振興課 （活１-２で

貢

再掲）

市内外の大学な

献

どの研究機関と事業者

度

及び行政が共同または

判

連携して行う「知的資

定

源」

を活用した企業や

】

事業化について、コー

活

ディネート及びマッチ

2

ングを行うほか、新た

-

な

展開を模索する異業

1

種間の交流･連携につ

 

いての調査･研究を進

ま

めます。

0 0 0 － － 産

ち

学公の連携によるまち

の

の魅力の創出

と人が集

魅

まるきっかけづくりの

力

研究を

行うことで、「

の

西東京ブランド」の構

創

築を目指すものです。

造

Ｂ

総コスト(

人にやさし

千

い椅子づく

りのまち推

円

進事業

生活福祉課 （安

)

１－１　人にやさしい

事

まちづくりの推進、バ

業

リアフリー誘導補助で

群

実施）

市民がちょっと

2

休む憩いの場として、

6

いごごちのよいイスを

市

まちのあちこちに設置

の

し、

人にやさしいイス

　

によるまちづくりの事

　

業を、市民や事業者と

：

協働して取り組むもの


